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屋久島自然体験セミナー

森の歴史をたどる
屋久島の大自然の息吹と歴史を感じてみ

ませんか？

期 間：10月23日（金)～25日(2泊3日)
対 象：一般（高校生以上）
費 用：19,800円
定 員：20名 （先着順）
募集締切：10月9日(金)
※詳しくは研修ｾﾝﾀｰ(℡：0997-46-2900)

絵画展

鳥（ちょう）展』藤原芳雄『

１７歳より道売りをはじめ１８歳でインド一人
旅に。その後世界各国を渡り、現在屋久島を
拠点に活動。
２７歳でペルーのパウロアマリンゴ氏に会い

に行き２９歳で雑誌旅学の表紙を飾る。

場 所：村センター交流ホール
期 間：１０月1５日(木)～10月３１日(土)
入 場 料：無料

※屋久島への往復の交通費は
含みません。

屋久島自然体験セミナー

南の島の秋探し
屋久島に訪れた秋を、体感してみませんか？

期 間：11月13日（金)～15日(2泊3日)
対 象：一般（高校生以上）
費 用：19,800円
定 員：20名 （先着順）
募集締切：10月30日(金)
※詳しくは研修ｾﾝﾀｰ(℡：0997-46-2900)

※屋久島への往復の交通費は
含みません。

自然に親しむ集い

高平岳散策
日 時：10月25日（日）
定 員：１５名
参 加 料：300円（保険料）
申込期間：10月13日～22日（先着順受付）
※詳しくは遺産ｾﾝﾀｰ(℡：0997-46-2992)

ふるさとセミナー

冒 険 し よ う
期 間：11月28日（土）～29日（日）
対 象：小学5年生～中学3年生
参加費用：4,000円程度
※詳しくは研修ｾﾝﾀｰ(℡：0997-46-2900)

第２回、第３回
開催報告屋久島研究講座

、 、 、９月８日(火) ９日(水)の２日間 それぞれ
屋久島生物多様性保全協議会および京都大学グ
ローバルCOEプログラムとの合同で屋久島研究講
座が開催されました。

、 、 、８日は 冒頭に 一湊中学校の３年生２人が
「屋久島のカワゴロモの生態と環境について」
の発表を行い、そのあと、研究者の方から「屋
久島の大気・水循環に今何が起きているか」と
題し、屋久島が大陸から受けている影響につい
ての現状分析、今後の動きなどをお話しいただ

きました。
９日は 「屋久島の生物の豊か、
な関係」をテーマにして、最初
に木の実を食べるヤクザルや鳥
が森に果たす役割について、図を交え解説していた
だきました。また、いろいろのキノコの特徴や分類
の仕方についてもお話をいただきました。

一湊中学校
岩川冬威さん 森下杏奈さん

会場に大気や水質等

を測定する器具の展

示を行いました。
”ボランティアの集い”開催しました
9月19日～21日「豊か

な心を育む 平成21年度
ボランティアの集い」が、流
木にも負けず、島内外から
１１名の参加をいただき開
催しました。地元ボランティ
ア「ななかまど」の方々と一
緒に、海では、いなか浜の
遮光林の草取り、山では、屋久島シャクナゲ
の手入れ、野では、蜜蝋キャンドル作りなどの
ボランティアを体験。２日目は、早朝の携帯ト
イレキャンペーンにもご協力いただき、用意し
てあった約100個の携帯トイレが完売。新記録
を樹立。皆さん笑顔でボランティア活動
を楽しんでいました。

屋久島シャクナゲの手

小杉谷にて入れ

カワゴロモの調査を通
して、未来へ屋久島の自
然を残すために、私たち
が何ができるのかを、考
えるようになりました。


